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司会先日，岡山大学で開かれました第十一
回国立大学教育工学センター協議会の反省をし
たいと思います。最初にセンター長の山崎先生
から第一日目の協議会についてお願いいたしま
す。
協議会での主な議題
そういった事情で，例えば愛知教育大学に情報
収集提供センターといったものを設け，各大学
での教育工学研究のアブストラクトをそちらへ
お送りし，そこでまとめて各教育工学センター
へ流したらどうだろうか，というような話し合
いでございました。
これについて，大体，各大学でも賛成意見が
多うございまして，とりあえず基礎的な準備と
して，総合研究（Ａ）で，科研費の申請をする
ことにまとまりました。
もう１つの問題は，教育工学センター協議会
のありかたについてて､，ございます。
この協議会は，約20大学の教育工学センター
の情報交換が主でございまして，どちらかと申
しますと，クローズドな性格を持っているわけ
て､す。一方，‘情報交換と同時に研究発表がな
され，その研究は，教育工学センターを持たな
い大学の先生方にも加わって頂いて，もっとオ
ープンなものにしたい。そういった意味で，こ
の協議会を拡張して学会的にする。例えば日本
教育工学会といったものを，設立してはどううだ
ろうか。そうしてその中の－分科会で従来の教
山崎第一日目の１０月３１日午後に，岡山市グ
リーンホテルで協議会がございました。議題は
いくつかございましたが，その主なものの一つ
は，国際的な文献情報の収集検索システムにつ
いての基礎研究を始めようじゃないかといった
ことの話し合いでございました。
これまで，教育工学の研究を各大学でやって
おりますけれども，どの大学がどんなテーマで、
やっているのか，その情報がよく分らない。東
工大の坂元昂先生が，「現代教育科学」に毎年，
「教育工学研究の展望」として，まとめておら
れ，末尾に大体三百件程の文献を集めていらっ
しゃいます。
今後，だんだんと研究が増えて参りますと坂
元先生お独りじゃ，なかなかやれそうもない。
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費を貰っておるわけです。
それから，もう一つ大きなことは，昭和53年
度で，教育工学センターの新設が打ち切られる
ということです。先程の四大学について今年，
文部省から大蔵省へ要求中でありますけれども，
（教育工学センターは大体20校程できるわけで
ございますが）その後は教育工学センター新設
はなくなります。
また，現在二十いくつの大学で､，ＣＣＴＶの
設備がなされておりますけれど，これも，５２年
度で打ち切りということでございます。
金沢大学は，教育工学センターもでき，ＣＣ
ＴＶも設けられ，恵まれた状況にあるわけです
が，教育工学センターのまだできておらない大
学はJ大変落胆していらっしゃる様子でした。
育工学センターを持っている大学間の情報交換
をやる，というような話し合いでございました。
皆さん方のご意見では，その学会設立の準備
委員会の，そのまた準備ということで，お膳立
てを始めたらいいんじゃないかということでご
ざいました。この二つが主でございます。
あと，いくつかの報告がありました。第一は，
ユネスコ内にアーペイド（ＡＰＥＩＤ）という
組織があり，この一環として日本でも日本教育
工学協同センター連絡協議会が，設けられてい
ます。昨年度はアジア地域の協議会が香川大学
でありました。
今後の事業計画としては，アジア地区巡回講
師団の派遣が考えられておりまして，１２月には，
アフガニスタンへ島根大の野津先生が，また，
マレーシヤへは東工大の末武先生，国立研の大
杉先生が出張されます。来年の３月には金沢大
学の太田先生が，「成人教育に関する評価とプ
ログラム学習」というテーマで巡回講師団の一
員として，タイへ出向かれるということでござ
います。
こういうような国際共同研究は，文部省国際
学術局の重点事項の一つになっています。
教育工学センターの展望
これら未設立の大学に対して，成瀬会長は次
のような示唆をされました。
それは，教育工学センターはこれで打切りで
ございますけれども，名前を代えて，「○○開
発研究センター」とか，或は「○○研究センタ
ー」とかいう名前で，新たに申請すればどうだ
ろうか。それから又，既設の教育工学センター
におきましても，教育工学と言うと範囲が広い
だけに，それぞれ特徴があるわけでして，各大
学ではその特徴をおさえて，「○○開発研究セ
ンター」というふうに，発展的転換をしてはど
うだろうか。
その一例は岐阜大学に見られます。岐阜大学
では，「教育工学センター」として発足したわけ
ですけれども，去年から，「カリキュラム開発
研究センター」と名称が代わりました。それで，
金沢大学としても，こういったことを考えて行
く必要があるのじやないか。金沢大学でなされ
ている教育工学の研究は，その分野が，かなり
絞られておるようでございますので，こういっ
た特色立てについて，学部内の先生方とご相談
して，将来を考えて行かねばならないと思いま
す。
昭和53年度の概算要求状況
次に，概算要求等について，成瀬会長の方か
らお話しがありました。今年は，三つの大学に
教育工学センターが新設されました。来年度分
は，四大学の工学センター設立が，文部省査定
を通り，大蔵省へ要求中であります。
それから二つの大学に対して助手張り付け，
および－つの大学に対しての助教授から教授へ
の振り替えが，概算要求されております。
金沢大学に関する事項として，第３次設備費
が要求中だとのことであります。新設センター
には第一年度・第二年度各々約一千万円の設備
費がございます。その後，実績の上っている大
学につきましては，更に第３次の設備費として，
約一千八百万円のものが来るわけで，これまで
に，いくつかの教育工学センターが第三次設備










